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題 材 名 

 
製品の設計（ブロックを使った製図） 

 
内容・項目 

 
Ａ－（３）イ 

 
指導時間 

 
 ３時間 

 
題材のねらい 
（題材の特徴） 

 
 
 
 

 ブロック（具体物）を使って立体を作り，それを作図する活動を取り入れどのよ
うな立体でも作図できるようにしたいと考えた。ブロックは，立体をイメージしや
すくしたり，作図方法の説明や確認をするときに使ったりするなど，学び合いを深
める道具としても活用していきたい。また，自分たちでブロックを使って立体を作
成することができたり，一つの課題が解決した時には，新しく立体を作ることがで
きたりするなど，意欲的に学習に取り組み続けることができるようなねらいもある｡
立体のつくり方によっては，難易度の高い課題を設定することも可能であるところ
も大きな特徴の一つである。 
 

 
時 間 

 
指導項目 

 
主な指導内容 

 
１時間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２時間 
 
 
３時間 

 
・キャビネット図

で，立体を表わ
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・等角図で，立体

を表わす。 
 
・第三角法による

製図 
 

 
・二つの課題を解決していく学習内容であること 

を伝える。一つ目の課題では，比較的簡単な立 
体を作図する活動を取り入れ，図法の特徴を全 
員が理解し作図できるようにさせる。二つ目の 
課題では，ブロックを使って立体を作り，それ 
を作図する活動を取り入れどのような立体で
も作図できるようにさせる。 

 
・一つ目の課題として，教科書や学習ノートで例

示されている，基本的な立体を作図することを
伝える。 

 
・製図方法については，作業の手順を確認しなが

ら，製図板を活用して説明を行う。 
 
・「自力で作図する」→「小グループで考える」

→「全体で共有する」の流れで学習を進めてい
く。 

 
・二つ目の課題はブロック（具体物）を使って自

分たちで作成した立体を作図させる。 
【意思決定能力】 

 
・小グループで考える場面では，わからないこと

ころや疑問に思ったところをグループで話し
合って解決するよう伝える。【かかわり】 

 
・自分たちでブロックを使って立体を作成するこ

とができたり，一つの課題が解決した時には，
また新しく立体を作ることができたりするな
ど，意欲的に学習に取り組み続けることができ
るようにする。【学ぶエネルギー】 

 
※キャビネット図で立体を表わす授業と同じよ

うな展開で授業を行っていく。 
 

 
学習の流れ 

（展開の工夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

・ 写真１は，自分たちでブロックを使っ

て立体をつくり，その立体の実際の寸法を

計って，製図の図法をグループで確認し合

って作図をしている様子である【かかわり

】。授業後のアンケート結果からわかるよ

うに，約96％の生徒が，とても，まあまあ興味を持って取り組むことがで

きたと答えており，具体物を使うことにより，「今自分たちで作った立体

を描きたい」という意欲をかきたて，【学ぶエネルギー】を高めることの

できる題材であるといえる。 

・ 写真２は，複雑な立体を作図すること

によって，一人ではなかなか課題解決が難

しい場面が増え，小グループで関わり合い

ながら製図の知識や技能が高めている様子

である。教科書に戻りながら，作図方法 

を確認し，友達と聞き合いながら学んでいる。 

・ 授業後のアンケート調査結果から 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  上記のほかにも，「二つ目の課題について，興味を持って学習に取り

組むことができたか。」という問いには，とても，まあまあと答えている

生徒が約95％であった。また，課題につまずいた時には，約80％の生徒が

友達に聞いて，かかわりながら課題に取り組んでいた。どの項目も高い値

の結果が出ていており，生徒の【学ぶエネルギー】，【かかわり】を生み

出す題材として，優れていると考えられる。 

 
題材の紹介 
と作品例 

 

 

 

 

準備・材料等 ・ダイヤブロックジュニア 「基本のバケツ」  

2-1 具体物を使った学習は，興味を持って取り組むことができましたか

とてもできた, 47.9% まあまあできた, 49.7%

あまり出来なかった,
1.8%

全く出来なかった, 0.6%
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写真１ 生徒の学びの様子 

写真２ 生徒の学びの様子 



 


